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プログラム

世 話 人 会　12：00～12：30

開　　　場　12：30～

開会の挨拶　12：55～

Ⅰ. スポンサードセッション　13：00～14：00

座長：神波　大己（熊本大学大学院生命科学研究部 泌尿器科学講座）

Ⅰ-1 腎癌取扱い規約第5版と新WHO分類
都築　豊徳　（愛知医科大学病院 病理診断科）

Ⅰ-2 複雑化するmRCC薬物治療における現状と課題
藤井　靖久　（東京医科歯科大学大学院 腎泌尿器外科学）

共催：MSD株式会社

休　憩　14：00～14：10

Ⅱ. 一般演題［ 腎 ］　14：10～15：10

座長：元島　崇信（熊本大学大学院生命科学研究部 泌尿器科学講座） 
山田　倫（熊本大学病院 病理診断科）　  　　　　　　　　　　

Ⅱ-1 術前複合免疫療法により病理学的完全奏効を認めた 
Level4下大静脈腫瘍塞栓を有する進行性腎細胞癌の1例

甲斐　友喜　（大分大学 医学部 腎泌尿器外科学講座）

Ⅱ-2 腫瘍塞栓を伴う腎癌に対して術前免疫療法が与える影響
岩谷　洸介　（東京慈恵会医科大学附属病院 泌尿器科学講座）

Ⅱ-3 ペムブロリズマブ・アキシチニブ併用療法が奏効した集合管癌の1例
近藤　楓基　（大阪国際がんセンター 泌尿器科）

Ⅱ-4 集学的治療により長期寛解を得ている多発リンパ節転移を伴う 
TFEB陽性メラニン産生腎細胞癌の一例

高森　一　（国立がん研究センター中央病院 泌尿器・後腹膜腫瘍科）

Ⅱ-5 腎細胞癌における dirty necrosisの臨床病理学的特徴および NETosisとの関連
黒江　崇史　（国立研究開発法人 国立がん研究センター東病院 病理・臨床検査科）

Ⅱ-6 RAPNを施行して好酸性乳頭状腎細胞癌 
（Oncocytic papillary renal cell carcinoma）と診断された3症例

原田　成美　（熊本大学大学院 生命科学研究部 泌尿器科学講座）

Ⅱ-7 腎腫瘍と鑑別が困難であった IgG4関連後腹膜線維症の一例
永井　崇敬　（宮崎大学 泌尿器科）

Ⅱ-8 人工知能 AIを用いた腎癌の再発予測
松原　脩也	 （東京医科大学病院 泌尿器科学分野）
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休　憩　15：10～15：20

Ⅲ. 一般演題［ 尿路上皮、前立腺、精巣、その他 ］　15：20～16：30

座長：矢津田　旬二（熊本大学大学院生命科学研究部 泌尿器科学講座） 
川上　史（熊本大学病院 病理診断科）　　　　　　　　　　　　　

Ⅲ-1 肉腫様亜型と腺分化が共存した再発・転移性尿路上皮癌に対し、 
ペンブロリズマブが完全奏功した一例

美山　優　（埼玉医科大学 国際医療センター 病理診断科）

Ⅲ-2 膀胱尿路上皮癌が直腸周囲組織に転移再発をきたし直腸狭窄を引き起こした一例
田邉　健児　（国立がん研究センター東病院）

Ⅲ-3 尿管原発の尿路上皮癌 pseudoangiosarcomatous variantの1例
阿部　立郎　（医療法人 原三信病院 泌尿器科）

Ⅲ-4 臨床的に精嚢癌との鑑別を要した前立腺癌の1例
宮﨑　里織　（国立研究開発法人 国立がん研究センター東病院 病理・臨床検査科）

Ⅲ-5 進行胃癌に合併した精巣平滑筋肉腫の1例
岡　了　（東邦大学医療センター佐倉病院 泌尿器科）

Ⅲ-6 HIV陰性患者における精巣原発の形質芽細胞性リンパ腫の一例
森重　健　（東京警察病院 泌尿器科）

Ⅲ-7 尿閉を契機に発見された巨大尿道憩室癌の1例
菊島　卓也　（富山大学学術研究部医学系 腎泌尿器科学講座）

Ⅲ-8 腎原性化生との判別が困難であった尿道明細胞腺癌の1例
山田　倫　（熊本大学病院 病理診断科）

Ⅲ-9 国際尿細胞診報告様式：パリシステムの high-grade urothelial carcinoma予測診断能
田岡　利宜也　（香川大学 医学部 泌尿器科学）

休　憩　16：30～16：40

Ⅳ. スポンサードセッション　16：40～17：40

座長：三上　芳喜（熊本大学病院 病理部 病理診断科）

Ⅳ-1 がんゲノム医療、実地経験に基づいた病理の役割について
古里　文吾　（長崎大学 ゲノム診療センター）

共催：アストラゼネカ株式会社
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Ⅴ. 一般演題［ ゲノム関連 ］　17：40～18：50

座長：三浦　裕司（虎の門病院 臨床腫瘍科）　
馬場　理也（熊本大学国際先端医学研究機構）

Ⅴ-1 Folliculin遺伝子の新規ミスセンス変異による両側多発腎腫瘍の一例
佐野　剛視　（京都大学医学部附属病院 泌尿器科）

Ⅴ-2 腎に発生した硬化性類上皮線維肉腫様成分をともなう低悪性線維粘液肉腫の一例
北野　晶子　（岡山大学病院 病理診断科）

Ⅴ-3 RT-PCR法による融合遺伝子検出が診断に有用であった腎原発滑膜肉腫の一例
西村　碧　フィリーズ　（岡山大学病院 病理診断科）

Ⅴ-4 TFEB転座型腎細胞癌の1例
高松　大　（九州大学大学院医学研究院 泌尿器科）

Ⅴ-5 細胞内脂質代謝に着目した淡明細胞型腎細胞癌の新規治療法の有効性の検討
矢野　浩夢　（熊本大学大学院 生命科学研究部 細胞病理学講座）

Ⅴ-6 コア針生検組織を長軸方向に分割できる組織分割治具のヒト前立腺針生検における
遺伝子パネル検査への応用

白石　匠　（京都府立医科大学 泌尿器科）

Ⅴ-7 定量的評価法を用いた EphA2の膀胱癌再発マーカーとしての有用性の検討
小泉　充之　（地方独立行政法人 神奈川県立がんセンター）

Ⅴ-8 診療科間のコミュニケーションについての考察 
―がん遺伝子パネル検査と病理診断に乖離が生じた症例から学ぶ

内田　克典　（三重大学医学部附属病院 病理部）

Ⅴ-9 当院におけるゲノム外来の取り組み
古屋敷 和歌子　（鹿児島大学 医学部 泌尿器科）
※演者変更

閉会の挨拶　18：50～




